
                

三重県における転入・転出の状況 

       

                                     平成 28 年 8 月 

                                   三重県戦略企画部統計課 

 
  少子高齢化による人口減少社会が大きな課題となっている今日、依然として、人口の東京一

極集中は加速し続けています。 

 こうした中、平成 26 年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」が制定され、翌 12 月に閣議決定され

た「まち・ひと・しごと創生総合戦略」において、「東京一極集中の是正」を一つの基本的視点とし、

「2020 年に東京圏から地方への転出を 4 万人増、地方から東京圏への転入を 6 万人減少させ、

東京圏から地方の転出入を均衡させる」という基本目標が設定されました。  

   

 

1  都道府県別の転入・転出の状況 
 

都道府県別の転入・転出超過率をみると、2015年の転入超過率は東京都が0.63％(81,696人の転

入超過)と最も高く、次いで埼玉県（0.19％,13,528人）、千葉県（0.17％,10,605人）、神奈川県

（0.15％,13,528人）と、東京圏の4都県で119,357人（前年比9,949人増）の転入超過で、20年連続とな

っています。 

なお、三重県は、-0.23 %（4,218人の転出超過）で、2008年以降 8年連続の転出超過となっていま

す。 

 

【図１】  都道府県別転入・転出超過率 （2014年、2015年） 

                              ＊総務省統計局 平成27年住民基本台帳人口移動報告 

  

 

 

 

 

＊転入・転出超過率：転入・転出者超過人数の人口割合 










